
第四項 両 学 会

はじめに

本項では､変法連動における学会の役割の lつの布例として湖南省に成立した南学会を取り上げる｡

すなわち､変法遜軌 こおける湖南省の位在付けと､湖南省での変法運動における絹学会の役割を明ら

かにして行きたい｡

またひるかえって､湖南省の変法運動ならびに変法運軌 こおける繭学会の濃集を明らかにしたいと

考える｡以下､非法連動と湖南'G､頼学会の設正､繭学会の故舵と牲格､両学会参加者､両学会のIB

糞について､Ail次慈ペて行くこととする｡

1､要法連山と湖南省

柳耐掛 こおける変法運動については､すでに多くの噂韻がある机 ①今それをまとめる形で変汝運

軌 こおける湖南省の役割を明らかにして霞きたい｡

変法時伽 )学会の迎動については､そのあらましについて節l抑 1節で述べたれ ②学会逆動を

地理的に見て行くならば､鉦練省､江軒省､湖南省､広碓省に主なかた上りが見られ､その中で銃も

学会の散の多いのl州 南省である｡③

湖摘省に何故学会が多くでさたかと云えば､それは､郡一に巡8Lをはじめ変法派の官僚が湖南省に

派iBされ､湖南省のJL76新政治の中心とな･'たことと､研嗣同を中心とする湖南省のJLS新的な郷神速が

これに呼応したことであろう｡

すなわち安啓虚の r戊成軌変妃い こは､

｢湖南は今まで守旧を称していた｡だから西欧人が旅行をしているのを見ればこれを殺審 し

た｡また全'Gの7tl信の敷設や汽船の航行ができなかった｡しかし､El柄戦争の後､湖南の学政

は､斬学を士に課した｡これで見気がようやくB即ナた｡河買同達は､掛 こ大森を~Fに侶え､全

省がこの韻に溢 れ､3笛は一変した｡隣室盛が湖南の過払になり,英の子陵三並が之を佐け
た｡髄遵意が湖南の按某使となり江標の任が訴ちると徐亡鉾がこれを継いで学政となった｡父
啓臥 ま招叩きれて湖南時葡学壬の捲教習となり､湖南省の紳士31iI同､傭希齢等と相応和し､

噂らTR学を捉咽し､士輪を喚超し､地方EI治政体を完成することを主我とした｡今まさに､去

科 2月群啓超は陳宝任に一脈 上した｡｣㊧

と見えており､湖南は元来保守的であったが､ElfIT戦争後､革Vr的Il学政江億が派ihされること

により､風気が万別ナたことが知られる｡また誰新的な官位､陵宝託が過払､沸遵禁が接客使となり､

el掛 こついで徐仁鉾が､学散となり､朝雨時苛学執 こは､中文揺故習として安啓皿が招かれ､こn

に繊紺 の紳士､亦月岡､棚 などが呼応し､地方日給体の箱状が潤 されたことが知られるのであるd

果細 の鮮 托 叙⑤の中にも湖南省の人漣の気段が語られている｡また､このことについては､小
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野川氏の r河東政治史腰研究Jでは､｢この切湖梢では､逮h放宝証､学政D:壕､その後任徐亡や､

g妓案使社史兼を中心として､専管の気運が動いていた｡悟才耳はiI増に招かれて湘学報のぷ叫に当

り､Jh希6は朝雨特苛学笠の設立に努力していた｡ZI買何がささに飲用q に説いた井草蛇も､この
年のD)めifくにして■qlの公やをもって設立されることになった｡特巻草堂は23年8月.tに生徒を井

典し中文連秋野に繋昏超､西文勘 胃に李社格を相弔することが予定された｡畢車道は特例 の五才

として令名をうたわれ､李経絡も時柳 平に関係して耶 モのことに当っていた｡｣⑥と述べられており､

湖南省に耽記された官atと湖南省のJM の結合州iっ重りと述べられている｡

佐々本姓文においても､湖南省の革新的fL榊 が耕両省に和 された変法兼の官aEと結合して､iGI

繭省の変法過払にあずかって力があったことと､変法務の℡故が中央で中庄されると､村雨省におい

ても､附 的fJ榊 がカを得て､両学会等絹 庄している鎌手が伽 ､れている｡⑦

また､林旋士氏は､｢日柄戦争後､湖南の人士は､'G等が元来有していた自負心と土圧岳で新思想

の粥iLを受け､全Egの守旧弗の中心から-.一発して､t新のSt隻的な推進者となった｡また同時に､当

柑i少fLからざるKbiの志士が的せずして同地､長抄に群銀し､耕雨の一肌之鬼を凍りて､全回空虚

本所の拠点とした｡ここにおいて､官坤の共同の拍gIのもとに耕梢省において倭か2､3年の垣かさ

の閲に各種の新改が同時におこされ､戊成変法迎動籾間中の全国で瓜も突出した瓜も皿歩した-省と

ILった｡｣①

と述べておられ､糊而省人が新思潮の刺激を受けて､守旧派の中心から鮮新のGl儀的な推iLC石とな

り､湖璃省の官鮫連と一帆 こ湖南を相中して､伐か2､3年のTiilに湖南省を全国でも瓜もjuie的な省

と変えたと雪われている｡以上､小野川氏､VE-々 木灰､林氏の所淡を威して､湖南省に派iBされた11

枚と湖病省の本新的な榊 の烏合による共同の幼さにより､湖南の変法連動が推進されたことが知ら

れる｡このような湖南省の変法連動の中心となったのは商学金であった｡

以下そのような役割を担った両学会についてJ!蒸して行きたい｡

2.頼学会の投1

術学会についてはすでに-il先学によって述べらttている机 ⑨私fLりにまとめて行きたい｡

鵬学会の投ZLの年代及び場所については､皮約 ､年Jの光招21年の掛こ､

ド -正月､爾学会を丘抄に郎投した｡･.･･.･2月初 1日に硝学会の33が閑かれた｡.･････｣⑳とある｡

さてこのような絹学会の設定は､変法務の究啓Rが&■酸呈iZに両学会の構想を泣いたことにはl:

まるといわれている｡いま､r戊成改変だJlのr柴尋凪上段皇放沓｣､｢;i湖南応井之TV｣をjBしてそ
のことを明らかにして行きたい｡す/}わら軌 に の中で民哲を伸ばすものとしての特ZS学里と柵 を

伸ばすものとしての南学会､宮守を伸ばすものとしての3更学食について述べているが､tn次見て行

くことにする｡

ます民経を伸ばさなければならないことが述べられており､｢今口､民権を仲はそうと欲するflら
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ば､必ず民tyを広めることをもって第-幾としなければなら11い｡輔柄の官坤の多くは､民智をgltん

している｡ここに糊 草宝が投げられた｡その意図は登って良いものである｡｣①と見え､民梅を伸

ばすためには民智を広めることを耶一袋としていること､そのために湖南省の官抄が民智を重んじて､

ここに時識字豊を作.>たことが知られる｡

ついで民哲を伸ばし民梅を只すことが述べられている｡

｢民権をJtそうと欲するfLらば､よろしくまず拝椎を粥すべきである｡沖椎をgtそうと欲するなら

ば､よろしく学会を以って､その温点とすべきである｡この泌 ま､中国に未だかつてllい中であり､

熱こ千古にあえることのできない理である｡｣⑫と見え､民牡を托すてめには､まず沖梅をgtすこと

が述べられて､紳梅を外すにあたってIi学会が起点となることが述べられている｡

ついでさらに榊しく称縦を起す恵兼､繭学会の茸卦こついて述べている｡

｢今､中国の紳士に公けのgFを行わせている｡梓架は官がそれをする方が良い｡それでは何

故紳士を用いるのか｡紳士が民間の情況を良く知っているからである｡すなわち上下の気持を

iBずることができるからである｡今その兼学､無知は､t{故と同じである｡その実態は､なお

官の周知にはかなわfLい｡それなら何のために紳士を用いるのか｡紳士を用いんと欲するなら

ば､必ず紳士に救えfLければならない｡紳士に教えるにはどうしたら良いか｡これは学会があ

るのみである｡先ず学会の役Dが各 知々っている所の品行方正で才弘のある紳士を州爪ごとに

故人づつ皆省に娘めて､柄学会に入れれば良い｡｣⑬

とあり､公印を行なうには､紳士を使うべきであること､何故､紳士を使うべきかと云えは､彼噂

は､風trJの梢形をよく知っており､上下の気を遜することがでさる｡紳士を用いようと思うならば､

ます紳士を救7TLILければならない｡紳士を教育する場所は､学会であり､まず学会の役員の知って

いる品行方正で才汝のある紳士を州県ごとに政人づつ蝕め絹学会に入れるべきだと言うのである｡こ

こに摘草金の&故が明らかにされているのである｡

ついで嫡学会の内執こ触れて次のように述べている｡

r金には､広く甘謙､図番を集め､計菅の期間と課菜を定めるべきである｡長官が時々出粁

して､絹学会を鞍Aすべきである｡広く恭連している人を会長とする｡中国の危亡の故､西洋

の戟盛とILった理由を明らかにする｡政治の本葬を考え､井印の姥理を許ずる｡或いは屯確や

公文廿は､挨拶なものを除いて南学会に交附し､3辞を学習するのに役立てる｡新改節で実施

しようとするものは､ことごとく金中に交ML､それを箕島すべきか苔かを芸話し､炎の実施

方法を決め､ついでその捜Zt工面を詳し､つぎにその用人の法を謡せしめる｡繭学会では､臼

に故8し､Elに廿を治める｡1年の後には金Elの中で任じて3月となすべき苛は半ば岩ざるで

あろう｡これ等の会友のうちまた1年のちに的研して粗金韻月とした者以外､分別して解放し､
各州県の分会の･J月け る｡また別に新雅を選んで授全にあって学習させる｡｣⑩

すなわち､爾学会には､広く書滞､園芸を染め､講期や謙遜を定め､rI唱の位亡､西洋の敦盛となっ
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た理由を明らかにし､政治の本源を考え､IPを処理するはPE!を講究させるというのである｡またこの

ために､公文砂や､新改薮などの可否を研究させ､日々に附 し､日々にgTを治めさせ､碓nとなる

べき苛を集成するというのである｡

さらにこれに上って､地方自治がすすめられると次のように云うのである｡

｢♯廿がすでに描かれれば､縫取も又定まる｡人々は恥こ危亡の故を知り､各々白から侭つ
の滋を思う｡全省の人のe明才力を合し久しい間考えれば､千方百計があり､-省の問畑
の処理を求め､-省の書を除き､一省の井を担ぐことができ､未だ訪うことができtLい称 1

,1･い｣⑳

と述べており､商学金が谷の自治の莞展に役立つことを説いている｡

EJLT昏BIl挿管を的き神社を伸ばすものとして栴学会を構思した訳であるが､軍に官智を榊さ､
官報を伸ばす､辞更学豊について述べるのである｡｢すfLわち､沖鰍 iもとより当葛の急である｡し
かし将来一切の帝を処理しようとする時､官を合いては､仕gFを沸足にすることができJZtlのである｡
すなわち今El民智を鞘さ､紳智を閑こうと欲する11らば円力に手を侍りなければならないのである｡

しかし官はほとんど知らないのである｡だから官徴を開くWがまた万gfの起点となるのである｡官が

貧しければ､官に民を茨することをE!むことができないし､官が愚かであるならは､官に坪を治める

ことをgltZことはできないのだ｡････.･だから珠史学笠を速やかに立てなければならflい｡｣⑳と述べ､

民b)を開く紳轡をL川くといってもます､官轡をIMくために球史袋が必fRだと述べている｡

誹史学_甘hiの内肴については､つぎのように述べている｡｢:甥史学王道の校長には巡也が､削校長に司

滋が必ずならなければならない｡その学宜は遜加の役所の所に投け､晦日或いはl日､2日のrSilに班

衣して22に到り､辞典を椎煮し､随時教-iiiすべきである｡-･･･里中には甘柿を置き､地図を掛ける｡

各官が統tJ所の本は定められており､大体各回の体的､各回の歴史､政治､公法､凸工粗兵書枚の屯
である｡｣①とあり､碓吏学豊での学習の使様を知ることが山来る｡

以上､繭学会を中心として特巻学室､3吏学生についても九鬼したが､繭学会の丑鼠を繋啓掛ま次

のように述べている｡

｢比の書 (乗客凪上放宝才一せ､葺き軌帝応井上gf)は､すなわち､湖南で改革をL-rrぅ特の起点

となるものであり､比の徒の湖南省のZJfは､せこの功の次郡に上って之が行われたのである｡梢

学会は全省新改の命Jiであり､名は学会としている机 矧こ地方法会の朗 を伽 ている｡｣砂

と述べられており､南学会が全省新改の命兼であり､地方課会の規模を有していることが知られ

る｡

また史琴丘は､鞘学会の役割を次のように述べている｡

r当時はまさに､ドイツ人はJF州を88した特であり､列国の中国分割芸が大いに起った｡故

に湖南の志士人々は亡国徒の企図を作し､湖南の独立を保とうと思った｡独立の革は空言であ･,'

てはllらす､必ず人民に改術を学習させ､自治を実行にすることができて､然る後に行われるぺ

-2061



さものであった｡だからます､繭学会を作って自治を吉井習し､他Elの･&いとしようとしたのであ

る｡だからまさにこれにより､南部各省が湖繭省を推して他EF分'L.qJに遡ったとしても南中Eglが妨

亡びないようにしたのである｡すなわちこれ机 この金が絹学と名づけられた理由である｡｣⑳

と述べられており､中国分割の危稜の中にあって､湖南省%中心として南部致省が独立した時､そ

の拠点となるのが繭学会であったことが知られる｡また発啓母の捕軌 こよれば､繭学会は､衆議院で

あり､硬更生は､丑族挟､斬政局は､中央政府ともなるべきものであった｡すなわち r南学会は実に

衆議錠の規頓を隠かに78し､誹空重は､実に暖かに焚族院の規模を74し､薪政局は実に隠かに中央政

肘の規模を斗した｣⑳と述べている｡

さてこの様なは丑を意団をもって設正された両学会は､どの様な､機能と性格を持っていたのだろ

うか｡つぎにそれを明らかにして行きたい｡

3､南学会の械能と性格

南学会の蛸始は､光軸24年 (1898年)2月IEIであるが､その性格と横能は､その茸壇に明らかに

されている｡

その牽掛こは､南学会大筋 樫､繭学会縫金華堤､商学金入金頚樫､博学金銭暫処章程､各府州妬t

学JBJZi照縮学会脱'Jl帝榎等がある｡

今､これらの欝程の検討を威して両学会の横能と性格を見て行きたい｡

大概牽掛れ 12集から成っており､その節1集には､

1､本学会は呼ら知故を並じさせ､能力を拡げ､公益を拡充することをもって主並としている｡
>1t

凡そ旧E)有していたところのあとにとらわれる轡tH､日和見的な意見は､この会に入ろうとす

る者は､つとめて取り除くようにしなければならない｡⑳

とあり､禰学会が知識を並じさせ､個人の能力や公益を拡げることを主森としていることが知られ

る｡

第2条では､

1､本会の会友は､伺JIの人であっても皆入れるべきである｡会友には三種の別がある｡ lつに

駆P会友がある｡皆､品行が正しく､学問があり､人望のある省をこれに充てる｡凡そ金中の

gf戦費俊は均しく3研会友によって設定される｡安全中は坐非人が孫井する｡ lつに耕絵会友

がある｡足掛こ非議する｡随時､策さを問う｡lつに戚信金衣がある｡逮方であり､滴信に寄

る｡随時､秋谷する｡㊨

と述べられており､金flには脚 会友､講話会友､葡信会友があり､謙抑会友が壬P凍寒樫を定め､

EI常的な報掛 こは坐井人が当っていることが知られる｡

第3灸には､

1､技研会友は､各々が現在訪印を行っている｡脱協が定まるのを炊って､再び諮会友の亡的 らゝ
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馳時公革する｡㊨

とあり､謙抑金次が謙抑にあたり､その遠山の蚊様が知られる｡

耶4灸には､

1､3*論会友は､はかって学問が潔く弁説に長L:ている省を公革する｡そしてその人に雑役を31

う｡研井目土毎月4回とする｡房､虎､崩､Blの日をyf没の時とする｡その他としては､会友が

踊金すべき日に過って研究し､疑象や新蜘 iあれば､紙布で相互にfl疑応答する｡⑳

とあり､月にJl回のQJf硫金と､会友逮自身の研究会があったことがわかる｡

罪5灸には､

1､本学会は､官 ･紳･士･庇の区別なくすでに会に軒があれは､ともに会友となり､一切平等

であり､ftほの別をはぶく｡すなわち上下の気をiZIじ､朗ざしている習tni･やめる｡凡そ入会

しようとする者は､つとめてこの意味を知るべきである｡⑳

とあり､官吏､郷紳､庶民の別なく平等であるべきこと､それにより､社会の有機的な一体化をは

かっていることが知られる｡

苅6条には､

1､本会の入金掛 ま､任意に若干の寄附をする｡それは､金で図譜を購入したり､金を拡充する

靴 に当てられる｡あるいは､斬順 折の酬 托 願うことも許される｡⑳

とあり､若干の寄附が収られていたことが知られるb

第7灸には､

1､本金の学術は瑠門を立てない｡もし中西に適ずる狭い柄神があれば､著して論説とする｡或

いは図潜を創造し､民生に益があれば､その論説は､本学金が選んでLLlに刊行する｡共の富器

は､西欧諮屈の特許にならって特許tCを与えは受させる｡⑳

とあり､学問のあり方､図符の刊行､特許について触れている｡

第8灸には､

I､通信会友は､住居が速くて金恥 こnさえない古であり､もしこれが便利であると聴いて外肘や

外省から至るものがあれば､通信で連絡をする｡自分から学んだ所は論文として挟とし､会中

に郵送し､相互に扱討してその中の&れた肴を選んでtgJこ刊行する｡⑳

とあり､通信会友となる者は､住居の速い者であり､その独文で良策rlものを刊行することが知ら

れる｡

弟9粂には,

1､金に如 ;､坐弁2人を没き､埼月給料を支払う｡⑳

とあり､専従fG'に給料を支払うことに11っているのがわかる｡

ついで両学会総会奇樫を見て行くが､この_Q掛i､28条あり､第1射 こは､

1､両学会は湖南省が開設する学会の起点と11るものである｡まさに､本学金をもって､湖南省
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の学会の粗金となすべきである｡各肘庁州脈でこのあと授けて立てられている学会はみな分

会とする｡⑳

と見え､両学会が朝雨省の学会の中心で捨金であり､その他は分会となっていることが知られる｡J

またその那5灸には,

I､凡そ分会の紳士を東理する者は昏まず､本会の金箔に人らflければなら11い｡-･･.㊨

とあり､分会の役月はまず本金の金員でなければILらないことが知られる｡

苅9灸には､

1､凡そ控ltを汲めるには､官金の支出をはかるか､相談して一般の人に寄附を乞う｡学会にbLl

係する一切の恥 ､昔典,ている役Elの討議にまかせる｡･･････⑳

とあり､控矧 i官に依郵するか､寄附に仰ぐかしてまかなっていたことが伺われる｡

郡20灸には､

1､凡そ､点､工､晒､t､医､武や､水師､女学の各学会､学宝は､皆適合して分会となり､

本金と的珠を保つ｡称があれl畑 会に軌会し､故益を均しく信すべきである｡⑳

とあり､分会と捷金との的係が述べられている｡

耶21灸には､

1､学会は湖桝を起点とし､将来は対省に戒L:させ､これを外国に或じさせ､力点が益々広

まる｡⑳

と述べられており､その発展が示唆されている｡

名肘州県等凹背伐凧商学金的謙牽掛こは､

訴 l炎に､

1､耐学会は捨金であり､各榊順 Ii分会であり決して別に名目を立ててはならない｡⑳

とあり､捨金寒軽罪 1灸と同様のことが伺われる｡

第2灸には､

1､凡そ教官は､必ず両学会に入るべきである｡⑳

とあり､教官はすべて繭学会月であることが知られる｡

繭学会入金争t劉ま､12灸よりなるが､その節 1灸では､

1､凡そ入金する者は､まさに会友3人の軌 二､fL保持に上る｡それは実に学問に志を持っ者に保

ゎ,ている｡金中の会功によるJt成者が為半枚とllれば入金を推す｡㊨

とあり､入金するのには､会友の保証と繭学会の公講での過半数の月成毛が必要であることがわか

る｡

苅2集には､

I､どんなLEytlのBでも拘わ11い｡担､雀､才､学芸において耽るべき&がいたら均しく入金を

准す｡⑳
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とあり､徳､才､学芸を兼■している都こ入金をゆるしていることが知られる｡

茄5集には､

1､本会は､この時代の肘 を救援しようと考えている｡もともと訪衣が政治､学問を柄しく研

究することを欲する｡京帝大芋蔓のように､天､地､iB､散､文､武､丘､工､職､匠等の科

がある｡一年を並んで習うべきである｡軟論を求めても､将門的に訴求してもかまわない｡⑳

とあり､中国を危亡より救うことが恵回され､研究の分野が明示されている｡

那6灸には､

1､凡そ入会者は各々､般若千両を寄付け ること､啓拝を寄附してもよい｡名前を掛 こ甘さfl

さい｡⑳

とあり､会友は寄附することになっていた市が知られる｡

次に繭学会弦書込章程を見て行くが24灸より成っている｡

第 1灸には､

1､本金は強替処を投立する｡凡そ古今有用の顎は推緋 入する｡南蛮の多いものIi､放冊を狂

いで有志の学を志す者の度をはか,ており､ほしいままに各軒を見ることができる｡㊨

とあり､図着棺を作り､古今有用と思われる哲頂を多く扱こうとしたことが知られ､滞!Rの多い本

については副本を用意して学習者の便宜をはかっていることが知られる｡

雨学会の分会について今､1､2､その良作的な例をあげて把く｡

ます溌州にできた摘学会分会の公啓の一郎をあげて拭く｡

････北京に学会が設立され､紋王や各人駈以下鞍が入会して研究している例にならって､

先妻に省初に雨学捨金を設け､打時各肘庁州爪に赴いて繭学会の分会を設け､推し広げようと

している-- ｡㊨

と見え､北京に設立されたいわゆる学会に習って､細雨省においても､その省苛､長抄に繭学会の

棒金ができ､各肘州矧こ分会が設けられている梯子が伺われる｡

また荊nl井明学会公致両学会旬によれば､

｢日柄較争'&の分割と培瓜金は千古兼だ何らざるの奇禍であります｡海外の戦国である5,

6ヶ国が岨力してや軌 こたくらみを持っています｡･････億 ある者は乱立せず､努めて学ぶ者に

望みがあることを打って､ここに発明学会を役立致しました｡-･･･両学会の二年程を決ましてい

ただき､凡そ各桁州矧 こ設けられている学会は分会となすべきであります｡･･････本学金もした

しく頼学会に附属すべきであると相談して計b3病学分会と致しました｡どうか輩掛こ照らして

証明有を発行して下さい｡-･･･｣⑳

と見え､J仲井明学会の役立の意図､さらに両学会分会となる繋講をしていることが知られる｡こ

れに対して両学会は､商学捨金現前砲細字分会顎をaIq向学分会に出している｡それをまとめれば､

ぉ手抵拝見致しました｡中国の朋弱を乱 ､､学を糾し以,て､百姓を思い､商学会費掛こ黙ら
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して､JluJ]学会を摘草分会としようとしておられるとの即､紡胡子の大局を額面せんとしておら

れることをつぶさに見る思いがします｡私共も全湖南省をよくしたいと取っています｡両学会頚

掛i捨金をもって分会を捻べ､分金をもってE3･エ･商 ･gtの諮会を揺べ､全省を一つに逆鞘さ

せるものです｡万人が心を合わせ､一心となり､摩撫すれば､その品光を発することができま

す｡哩を吹き飛ばせば､その愛力を生ずることができます｡恋う所は債が連帯することのみで

す｡⑳

とあり､ここに摘草会を中心として全省が連名け ることを訴えている｡

また r湖南に新法が云われ､也邑 (aI鞄)の熊井よりはじめて､湘J!の梁山柄合､常態の徳山哲錠

も担っています｡省城に繭学会を祉てられてより､属州､'&州､武関の各地で鍵を接して判り､風気

ま̀i*く開け広が,ています｣⑬

と述べており､湖雨に新法が行われ､掛こ両学会が班てられてより､陸税として分会ができている

ことが知られる‥′一
商学金の租崩については､r戊成政変紀いこ｢先ず遜tLに上って､湖南省の紳士10人を運んで捨怠

長とする｡ついで此のLO人が､各々の知っている所を革11て､汲引して金Llとする｡州Jqことに必ず

3人から[0人になるようにする｡各州県の喪を好み韓を丑する人を金口とする｡｣⑳とあり､捨金爪

や､会Elの勅許方法ならびに半官的であることが知られる｡

また商学金の活動については同じくr戊成政変記い こ､｢金では7日佃に一蹴説が行われ､巡撫､

学軟が官吏を引率して金に臨んだ｡胡x23'&､討嗣同､緊啓戯及び学長ロココ (皮絹瑞)等が､拍日､

中外の大妙､政治の原理､行政学などを泌説した｡もって､保教､愛国の軌Ctを改発させ､地方自治

の気力を考成しようとした｡半年後に金月の筒等な省を選んで留めて省会の会nとした｡その次の省

は､各州娘に舟し､一州一掛D分会月とした｡｣⑳とあり､7El母に行われた浜説の横臥 会員の選

択の操子が伺われる｡

また梨啓潜が省いたr政変ZEJlの31月同伝には､
一■

･･････皆君が串先して詮を応え計画したものであったが､摘学会をもって最大の盛粟としている｡

まさに南部諮省の志士が連帯して一つとなり柏ともに愛国の理､救亡を凍むの法を講じた｡まず

細雨省より慮り､架に学会と地方誌会の規蟻を諏ねていた｡地方において､右耳Iに公議して処r:2

して行くのかこの描金の丑回したことであった.7日ごとに衆が大いに災り､fJf学した｡万宮の

大分及び改革の原理を銑説するのがこの学会の忠図である｡時に君は､矧 こ学長と同じ仕印をし

た｡沸説のTPに任じ､全称こ姫る者千数百人であった｡習､性概して天下の市を論じ､ulく者で

感動しない省はなかった｡故に湖摘全省の風気大いに的げ､習の功は多い.@

とあり､ここでも盛んに研鋲が行われていることが何われる｡即ち王宵敏氏も云われるように銑鉄

は､輔学会の中心的活動であ,た｡⑳

いま､湘報知3(により､その梯子を見て行くこととする｡
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陳宝法は､苅1次と第2次の2回託喪をしており､それぞれ ｢字を為すには､必ず先ず志を立てる

の3J､｢キrJスト故を必ずしも攻Jtせずということとも兼ねて用淡の恥こ及んで･&ず｣⑳という題で

ある｡

耕遵法は､1次と2次において､rR休､公私人において自らRの!Uを任すの削 ⑳と過して計淑

しているが､その中で rH君に求むる所臥 その身を自給し､その書を自治することだけだ｣⑳そう

すれば ｢官民上下が同心､同態となり､連合の力を以って群衆の鞍の益を収め､､その拝を生かす｡｣

⑳と述べている｡

挿代鈎が耶2次の;悦 で rW の理を役ず｡｣㊥と出して述べており､楊自掛 ま｢地球の太

恥を鮎 を冷す｣⑳と圧して同掛 こ第2次の臓 をしている｡

飲槌や香は ｢卿 掩弁じて自ら恥有るを投ず｣⑳と題して苅4次の計兼をしている｡

季推格は､郡5次の弥鼓で､rg!書においては､4つの外等を除くべきであることを輪す｣⑳のgf

執i･している｡

何棟秋は､酬 肘の絹学会分会において､｢孔故の仁を以って件とfLL､恕を以って用と為すこと

を鞄ず｣⑳のyt鰍をしている｡

田瓜削 ､訴順 鞘義において rV山を描くのに惣本を惜しんではならないことを簸ず｣⑳という

雌で括している｡

花樹楠は､｢公判､私利の分を姶す｣⑳という鵬 をしている｡

肘igJ司は4回講凍しているが､針 次の搬掛こおいては､｢帽 のm勢の危急であることを払ず｣㊤

という雌で､

ト･･-溺れは､正光以後､遡商の括1JIにおいて宜しきを失い､今日のSF弱の原凶封書成するに至っ

た｡･････儲掛 iもとより､忠君､東国の払 伽 ､ていると思うが必ずともに此の恥を疎く思うことを

諒とせよ｡だから伺うことは､詩君と今日の中国の危急な何分を訴明し､共にあい勉め､奨学を学び､

ら.,て危急に至,た臓 から中座を､救おうでは小 ､か｣⑳と述べており､実学を学んで中鮎 危横

的状況から救おうとしていることが知られる｡

また那2回目は苅2次の3義であり､｢今日の酋学は朗 唱 のIS学か 特 していたこと絹 f｣◎

という山で行い､｢--抵大/1業王の学掛 ま､孔子によって脱かれた｡･･････けだし､近来のいわゆる

新年や節理は､-つとしてここに附 していないものはない｡これからすれば香が曳掛 主桁1削こして

柑大であり､古今中外越えることのできない所となっている｡また披此両方をくらべれば､止らずも

合っている｡すなわち地球の公理である｡･･-･儲召､まrこの理をaWlしてから葛が身の尽している

地球の邸を知ろうではILいか-･･･｣㊥と述べており､西軍も相 の岱学をもとにしているということ

を日食した上で百号を学ぼうと呼びかけている｡

苅3B]日は耶5次の訊並であり､｢学者lままさに人に功ってはならないことを等す｣◎という粗で

2一重をしており､その中で ｢･--私が今8､くりかえし敬の一字を嫉めているのは､学会において東
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輩なのは学ぶことであり､学ぶ者が-たび執れば学をあすことができないからであり､これが邦-の

Btるという字を去ることの必野性である｡もし切ることがないならば､まさに人の長を師とし､おの

ずからその学rhLJを成敗することができる｡学があれば､国は亡びることはない｣⑳と述べており､功

ることをいましめている｡

罪か回目は那8次のE一哉であり､｢全体学を芸す｣㊥と筏して行って店り､生理学の詔であるが､

その根絶に ｢-･･･今､人々はせこの理を明らかにしようとしており､倍が界城を破除し､出でて机 こ

任じようとするならば､学会でなければならない｡故に今日の救亡､保命のために至急行なわなけれ

ばflらない上流としては学会に過ぎるものはない｡私は､各村州県が有している所の甘院を概ね改め

て学望､学会となし､一方においては人材を養成し､一方においては､衆力を適合して､官民 ･上下

が遜じて一気となり､ともに維持し､相連繋し､心を合わせ､ともに誹れば､内.JRはなくなり､全休

の人々が安ずることができる｡｣⑳と述べており､学乱 学会によって､人材を奄成し､衆力を迎合

して､中国の危機を克服しようとしたことが知られる｡

学長､皮錨梢は第1次から第12次まで12回訪集をしている｡まずその題目のみをか1ておく｡

罪l次許我 学会を立て訳筆するの宗旨を論ず｡⑳

第2次鞘我 掛 ナて甜学を論ず｡⑳

A･3次槻 集､陸の即 妙分別､我利に仰するの与論ず｡⑳

那J次餅壌 早苗は道学の港口を云,て肌 らないことを削 .｡⑳

第5次珊頻 交渉の公理を諭す｡⑳

節6次甜盛 臥 敏を保つはひとしく必ずまず民軒を脱かなけれI代 らないこと与論ず｡⑳

第7次誹凍 出門の小村の学を笛ず｡⑳

那8次許銀 孔子の別数には改制がある群を･diず｡⑳

耶9次練我 変らざるものは滋であり必ず変るものは法であることを諭す｡⑳

軌 軟 脳 Jm ､昭代の興亡の朗 を詣ず｡⑳

那日次謙凍 変法Ii天地の気勘 iLからしめるということを笛す｡⑳

罪】2次諦亜 西洋人が米華して丑聴､五我をすることは暗に抵抗を求める法になることに11ると

諭す｡⑳

ついでその王fL点のみに触れて荘く｡

まず第 1次の訴親において､｢湖南の官事如1､淋 こ識して両学会を鵬いた､民智を開通し､人材杏

増抽するためである｡今はじめての開講においてti､あえて学会を立て耕学するの宗旨を取り上げ

た｣㊨と而学会の主旨を述べている｡

前6次のよ長においては r今時即は危険である｡推塀､大iJ!軌こはすでにロシ7の雄が立てられた｡

英国､仏国みな変局があると恥 ､ている｡中国の400兆人はまさに滅棚､減数のおそれにある｡湖南

が学会を掛 ､たのは､実に急いで民智を開こうとしたからであり､万巳むを了.'lない計である｡.･････もっ
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とも急いでしなければならないものは､保樽と保教である｡･････.｣⑳と述べており､中国分割をふせ

ぎ､保概､保故をするために民智を開き学会を細いていることが伺われる｡

邦J2次の訴集においてIi､｢-･-西欧人が来るのが我々に 一̂書fl晋があるというのは､充分為した
誰箪ではない｡西欧人が来るのは､我々に無智なのである｡まだ必然とはなっていない｡桝 は､凍

て適職､立教をするに過ぎない｡東掛 ま我等の利を苛い､正教は我が国の人達を誘う｡すでにはっき

りと､これを阻み､来ないようにすることはできない｡ここに暗にこれに抵抗する方法を求めるので

ある｡湖南の人は､西欧人を甚だ苦み､その商品を省だましている｡毎年続出する鵬 はすくなくな

い｡いま遜商が近くなって､西欧の蹄品が野に多くIlっている｡どうしてこの頼れを塞いで､通商に

抵抗するか｡ここに簡学会が踊かれて､朝雨の産出物や判造1如こついて研究し､将来何処に狩れるか､

利益が何倍あがるかを研究している｣⑳と述べられており､外国とのE紙 上､中国のとるべき並を研

究しているのがわかる｡

食後にこれらの両学会の活動にとってあずかって力のあったのはその後開披 r湘報Jであった｡す

なわち､活動の正伝､疎化には欠くべからざる氏只であったのである｡今その常軌こより､そのあら

ましを見て行く｡

湘軸刊瀬樫は､刊報凡例13灸と弁抑凡例)9灸からな･>ている｡前者の顎l灸には､

1､本蛇は､機&･と鉛字を購入して比郡をしている｡均しく同志から敷金をJJ!め行なっている｡

呼ら風気を開き､兄畑i･朗拓するのを主となしている｡これをli5りて生計を立てようというの

ではない｡加速が侮年桂竹をこころよく市附してくださっている.だから非常に安い値段にし

て､雌かに紙の代金だけを取っている｡それは出校､21滋､士､良､工､商の別なく借に湘闇

を見てもらいたいからである｡⑳

とあり､風気を閃き､見uBを拡めるためにすべての人に r縦軸Jを見せたいと戯っていることが知

られる｡

またその9集には､

1､本朝は､学乱 学会が適合して､一気となしている｡････.･⑳

とあり､湖南省の各学豊､各学会を適合させる悪阻があったことが知られる｡

以上､両学会の横帖と性格についてその茸程や､r戊成政変取入 r湘稚類才人 r辞iI同金井JILど

を威して述べて来たが､次に頼学会の参加店について考案して行きたい｡

4､南学会歩加寺

皮桜堤年譜の光拙24年の射 こは､

｢態宗は､投澄､新徴を行なった｡湖南省はすでに新uil社を設け､学校を熟した｡舛遵窓は長宝並

と背鼻司に任せられ､江横と徐⊂顕が糊掛 ､で学政とな.'た｡正月y!に陳宝托とその子三立､用布鶴､

討嗣同､淑徳誠の酷氏が長抄に雨学会を創設した｡出方 (段錨確)は湖南省に居て学長に任せられ､
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学術､政教､天文､奥地の四門に分かれ､焚方が学術を主耕し､焚遡藩が政教を講じ､詞宗同は天文

を講じ､騨代如 地 理を講じた｣⑳とあり､湖病省の変法連動は､班凝乳 江臥 徐仁鉾などの官位

によって着手され､その伊助のもとに陵宝蔵､陳三並､鰯 ､訂嗣同､叔簿詫等によって南学会が

設立され､役員としては､皮錨瑞が学長､学術の主訴となり､弟遭.8が政教を講じ､31崇同が天文を

講じ､鮮代鈎が地理を講じたことが知られる｡

その他の参加者としては､店才滞､蹄永年､契錐､易薪､頚盾などがおり､坐弁人となったのは､

淑徳誠と炎横であった｡講淡者となったものには､前述の4人の役flの外に陳宝放､楊自雌､欧陥中

軸､卓越格､向味秋 (本名不評)､C2広鈎､市税楠などがあった｡

また摘学会の講残に発った者の軌については､同じく皮鑑瑞年;uJtの24年の灸に､

｢2月初 l臥 学会附 し､官､臥 士､民の38る省､3仙余山⑳とあり､叔初の金には300余名

が発ったことが知られる｡

また r戊成政変 記J の r3 嗣 同伝Jによれば､

｢金ごとに簸る乱 千数百山 ⑳

とあり､金ごとに千歎盲人が発っていたことが知られる｡

以上が両学会の援助者､創立者､役員､坐井人､研故老､一般参加者のあらましであるが､

つぎに､それをま示し､その階層構成を見て行く｡

金中の役割 氏 名 出 身 官 職(又はそれに代る較梅等)

学良､主繍3 演 者 皮 銘 確 湖 硝 江西南呂捉iN省院主簿

蛮 避 典 軸 内 知 瓜

亜 力 山 湖 繭 揺曳学生

NE宝 妊 江 西 耕繭逮撫

政 教天 文 蒋 遭 遇 広 奴 海南蜂汝逝

罪 牲 也 広 奴 S ^

排 三 並 江 南 吏帝王gF

加 希 齢 湖 南 鎗林院庶富士､時務学生故習､捉凋

坐 介 入地 理 戴 棲 棚 摘 候遭訓辞

岱 才 常 勘 所 抜苛生

江 母 江 戯 学 政

徐 仁 鑓 河 北 学 政

場 代 釣 湖 絹 炭捕知瓜

串 永 年 耕 摘 紙 生
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いま判明しているこれらの参加者の指導者層官職を明らかにすれば､過払 (従2品) l名､逝fl

(正Ll品)1人､候補知府 (正4品)l人､主研 く正6品)2名､知県 (正6品)2名､学政 (正7

品)2人､翰林旋編修 (正7品)l名､舎人 (従7品)1人､候遺訓尋 (従8品)1人､輸林院庶苫

1名､革人l名､抜日生3名､生月2名､1J炭山艮l名､教習l名､不明2名である｡

臥上の参加者の階層捕成を見れば､巡漁を政商としているが､4品まで3人であり､ほとんどが正

6品以下の官鮫であることがわかる｡この外に､千数百人にのぼる郷抑眉が存在していた訳である｡

つぎに出身者について見て行く｡湖南省出身者が半数近くの13人であり､江藤2人､江酉2人､広

兼2人､四川1人､河北1人､不明3人であり､ここからも､変態派の革新的な官僚の呼びか桝こ応

じた辞嗣同を中心とする湖南の革新的な郷紳層の力強い立ち上がりが伺われる｡そして空にこれに呼

応して千数百人の湖南の郷紳が立ち上がったのは壮税であったと思われる｡

放牧にこれらの参加者の派別を見て行く｡指串的部分はいままで見た限りでは､変法中間派の放-52

系㊤と､変法左派の棚 同系⑳によって構成されていることがわかる｡その外千数百人の半官的で平

等主我を理解した矧明的な坪紳屑の参加が見られた｡

俳緊系や辞嗣同系は､いずれも開明的な地主が転化して班本家となろうとしているのを代表してお

り､成果系は､ある提虻､民主的な権利を取Ll17しようとしていた｡;守嗣同系は官僚の気安に比較的rl-
じんでおらず､襟筋に寄手して大きな利題を柑ようとしており､.01放上にあっては銀髪系よりラディ

カルであった｡

以上から見る限り､南学会は湖南省のみならず全国の変法超勤における虫も急進的な学会の一つで

ぁったと見ることができる｡⑳

つ劉こ､両学会の忠発について考察したい｡

5､南学会の意義

今まで考案して来たように､南学会は､非常に大きな規模を持ち半官的でもあり､急進的であった

が､やがて守旧派の官榊の反対に丑遇することになる｡

すなわち､軒掛 こよって､｢酢蛸士民駆奨純忠e]｣､｢駄句等JJ)会唱提燦認｣､｢摘駁焚錐閑談田中讃
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尤搾芋者｣が研かれた｡

ます､｢耶q)上民駆逐乱民焚堆告白｣では､｢放 生の史錐が雅没を主唱し､聖教に背頼し､倫常を

放iEL､世を惑わし､民をあざむいて村中の人達を尽く̂ 軌こ変えて快感を味わおうとした｡.･････ま

さに乱艮焚強を鶴遷して出境させ､永久にその在満を許容LfLい･････｣㊨と述べれている｡

境南学分会♯捉伯 においては6灸にわた,て､その車帥 粕 であるときめつけている｡⑳食後

の文草では､焚鮭が書いた 欄 淵 ｣の批判をしている｡⑳

これi,舞妓にしてこれ以後､守旧派の反対がいよいよ芯まり､政変後､甘史如 段の蕉BTにより､

8月21B上abが出された｡

それをあらましまとめれば韻之卓剛こ確報を寄せ､湖南省城に新設された両学会､保術局等の名目は

すぐにすべて杜溌するように､金が所有している学的､界約､割記､谷間等の軌ま一律に荊賢し､そ

れらを純 するようにと⑳ぁらまし述べられており､商学金等が禁止されたことが知られる｡

しかし､両学会の形■は大きく､耕南省には雨学会の役立以後､多くの学会､草堂､稚 く新PZl)那

作られ､すでに発指で明らかにしたように､省内すべての学会､学隻はその分会となった｡また南学

会から､講師が各学会に糊 され､このような意味からも､繭学会は､柳両省の変法運動に指帝的な

役割を果し､たとえそれが､群圧されても､繭学会の形Vは､湖南省に技辞し､やがて壌和田運動と

時を同じうしてば才常を中心として自立軍起き掛 卿画された｡⑳このような意味から両学会は､湖

硝省の変法腰掛こ大きな役割を娘したはかりでなく､また変法迎動全肘こ対しても大きな'tyuq1%鵜し､

革命迎動にも形Vを与えたと云えるであろう｡

また前述もしたように､湖南省は中国全省の中で位も学会の数が多く､75'祁北京と､外人の形辞が

戦い上掛こ役立された学会が､始めて､中Egに土苛化して変法の架をあげたものであったと考えられ､

その中心をなしたのか南学会であったと云える｡

だから桐学会こそ､変態派の志士連が､志した土肴化した学金のあり様の一つの典型的なバタ-ン

であったろうとJfえられる｡そしてこれは湖南省の人々に大き11彰ti･与え､三甲敏氏も云われてい

るように､肘 常､榊 ､架救亡､蕪持寄の多くの革命人を触 れ た｡㊥

おわリに

以上により､栴学会は､放念と学会とを一つにした半官､半民の岨接であり､湖南省の変法速軌こ

中心的指導的な役割を央したことが知られる｡

また湖南省の群枚連動は各地の変法運動の中でもBtも先進的で充実したものたであり､地域に椴を

降したものの雌 であり､変法運動のあるべき方向の桂瀬をさし示しており､それが後の革命運動に

生かされて行ったといっても遺言ではないであろう｡

そして､細雨の資披連動の中心が両学会であるglを考える時､絹学会は変法運動の推進に一つの中

心的な大きIIJlとなったと云えよう｡
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